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東病棟カンファレンス記録

平成20年　6月　14日（土）　　　　　　　司会　小笠原　香織　　記録　鈴木　幸雄
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＜連絡事項＞

・川端先生のご家族のご事情で、２～４週間の間、外来診療と入院診療をお休みになられます。その間の診療体制ですが、外来診療は院長が当座を代行いたします。入院診療については、月および火曜日で医局にて調整し、補填代行について決定します。なお、来週月曜日の入院予定患者については、院長が入院手続きを行います。受け持ちは月曜日に決めます。医事および外来看護は、極力支障の無い様に、調整と対応をおこなってください。各病棟については、受け持ち代行が決まったら、それらの医師の指示と診察方針にしたがって、報告・連絡・指示受けをおこなうこと。処方の発行も同様に、代行の医師が行います。なお、一時的な臨時対処ですので、現状復帰するのが前提となります。

診療・コメディカルのグループについての管理は、直接に病院長となりますので、その旨を認識して対処してください。これらについての諸問題や問合せ（患者に関することも）については、病院長まで直接に連絡をすること。
・6/23(月)16：00より西病棟Ａミーティングルームにて、第2回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会を開催致します。

検討会内容）１.プログラムの実施状況
　２.次月プログラム内容確認

　　　　　　  ３.その他（各病棟からの意見など）

「必ず」各病棟より担当者は１名出てください。 どうしても不都合だと言う場合は、事前に連絡を行ってください。

・勤務変更のためオンコール・チーフ変更となります。
6月24日　オンコール　藤原香→中村

6月26日　オンコール　中村→藤原香

6月18日　準夜チーフ　小泉→藤原香

6月26日　準夜チーフ　藤原香→小泉

7月 2日　 深夜チーフ　藤原英→宮澤

＜患者様連絡事項＞

・長谷川　陽一様～本日外出の予定でしたが、ご家族の迎えが無く、連絡も取れない為中止となっています。イライラや衝動行動に注意して下さい。

・糸山　タケ様　～業者洗濯に変更となっています。

・和田　昌　様　～6/18（水）9：30～11：30スタッフ付き添いにて外出予定。

・木村　格春様　～6/23（月）9：15～11：50外出予定。

・村山　トシ様　～エンシュアリキッド7日分継続処方となっています。

・坂　　貢　様　～エンシュアリキッド7日分継続処方となっています。

・上村　昭悟郎様～臨時処方（クラビット・ターゼン）が6/16（月）で切れる為、主治医に確認行い、小坂Ｄｒ診察時に確認しての対応となります。

・川村　和則様　～風邪症状訴え、6/16（月）よりPLが3日分継続処方となります。

・佐藤　光男様　～6/16（月）10：00退院予定。退院時処方は2週間分、初外来は7/3（木）10：30となります。

・駒木　静江様　～6/15（日）に車椅子が届く予定になっていますが、左下肢の引きずりもなく、歩行安定している為、必要以上の使用を控えて頂いて下さい。また、歩行訓練の時間をＡＭ10：30・ＰＭ16：00としています。Ｂユニットに付いたスタッフは実施して下さい。

・横田　ケイ子様～リハビリパンツが無くなる前にご家族へ連絡行って下さい。また、白癬の疑いあり、来週皮膚科受診実施して下さい。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・佐々木　尚子様～6/5（木）家族面談の結果、措置解除については数ヶ月先に見送る事に決定。その際は感情的に抵抗も大きかったが、以降は情緒不安定さ・菓子などへの衝動性が高まることも無く経過しており、表情・話し方とも穏やかな様子でいる。体重も大きな変動は見られず。

　　　　　　　　　5/24より、確認の為リンゴの芯・種を持ってくる事としています。渡す際に持ってくる様伝え、持ってきた事を忘れずにカルテに記入して下さい。

・安達　貴浩様　～昨日夕より、栄養士のアドバイスにて軽食1600Kcalより粥大盛り1600Kcalに変更していますが、他患者様より菓子を貰っている事あり、本人も「腹が減って」と認めています。また、月の小遣いも月の半ばで使い切っている状況です。受け持ちスタッフより間食・金銭管理についての介入を行って下さい。













